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1）学校教育のためのアイソン彗星情報提供ワーキンググループ

1. はじめに

11 月 29 日に近日点を通過するアイソン彗

星(C/2012 S1)は、彗星と地球の位置関係が比

較的よく、観測しやすい彗星だと考えられる。

話題を独占するほどではないが、天文教育の

対象として特筆すべき現象である。

 ただし、10 月下旬現在、彗星の光度は初期

の予測を大きく下回っており、悲観的な声も

聞かれていることも事実である。しかし、太

陽表面近くをかすめる「サングレーザー」彗

星のひとつであり、近日点通過後に、大彗星

に変容する可能性もある。

2. アイソン彗星情報提供 WG

近年の彗星の研究は、地上観測だけでなく、

探査機によるミッションもすすみ、ハレー彗

星、ヘール・ボップ彗星で得られた成果は、

従来の太陽系小天体の知見を大きく変えた。

さらに、相次ぐ太陽系外惑星の発見は、惑星

系に対する関心を引き寄せ、天文学の中で宇

宙論と並ぶ研究の柱となっている。

マスコミを巻き込むような話題として、太

陽系天体のイベントは豊富である。しし座流

星群を始めとし、火星大接近、水星と金星の

太陽面通過、皆既・金環日食と続いている。

一方で、学校現場では、新しい学習指導要領

が実施され、宇宙に関する取り扱いが充実し

てきた。そこで、今回のアイソン彗星を機に、

新しい太陽系像を紹介する実践をすすめたい

と考え、本年夏の年会において有志が集まり、

表題にあるようなワーキンググループ(WG)
を結成するに至った。

アイソン彗星に関連しては、さまざまな書

籍が出版されており、Web サイトも目を見張

るような充実ぶりである。ヘール・ボップ彗

星の接近時とは隔世の感がある。WG の目的

は、多くの情報が溢れている中で、学校教育

現場での対応だけに特化して、有益な情報を

提供しようとするものである。

3. 資料提供状況

すでに本会の Web 上には、いくつかの資料

が掲載されている[1]が、現時点で紹介できる

ものを、次ページ以降に掲載する。

 WG メンバーと Web 委員の協力によって、

日ごとに資料は更新されており、本会会員だ

けでなく、広く学校教育現場で活用されるこ

とを期待している。

文 献 

[1] アイソン彗星情報提供 WG 情報ページ

http://tenkyo.net/wg/ison/ison_index.html

WG代表 鈴木文二 
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